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岡 山醫 科 大 學歐文 業府 第5卷 第3號

1. 福 井 朋 安 膽 汁酸の血糖降下作用に關する知見補遺

膽 汁酸 の構造 と其 の 生理的作 用 との關 係 に就 て

は既 に諸家 の報 告せ る所 な り.而 して御 前 氏以來

膽汁酸 が血糖 降 下作 用 を有す る事 は明 かに して,

田 中氏は膽 汁酸 分 子中 の第2級Alkohol-基 又 は

Keto-基 が 該 作用 に 必 要 な るこ とを證 明せ り.最

近岩 崎,宮 地,今 井諸氏 の 究研 に よ りUrsodee-

oxychol酸(7-Epi-Chenodesoxychol-酸),Che-

nodesoxychol-酸 及び 海〓膽 汁 中 よ り分 離せ られ

た る3-Oxy-7-ketocholan-酸は 同 一系統 に屬 す る

膿汁 酸に して,3-Oxy 7-ketocholan-酸 は前2者 の

中間 物質 と考 へ らる.依 て余 は之等3種 の膽 汁酸

の飢 餓家兎 血糖 降 下作 用 を比 較 實驗 し次 の成績 を

得た り.即 ち3-Oxy-7-ketocholan-酸 は21-33%,

Uraodesoxychol-酸は16-25%, Chenodesoxy-

cho1-酸 は12-16%の 血糖 降下 度 を 示し,其 の程

度 は3-Oxy-7-ketocholan-酸 に於 て 最大に して,

Chenodesoxychol-酸 のEpi-型 な るUrsodesoxy-

chol-酸 は 之 に次 ぎ,Chenodesoxychol-酸 は 最 も

小 なり.由 是觀 之,膽 汁酸 のC7の 第2級Alkohol-

基 のEpimerisierung竝 にDehydriarungは 生理

的 に重 要 な る意 義を 有す る もの なるべ し.

2. 藤 見 忠 彦 蛸 魚 肉腐 敗 の 研 究

本 研究 は無 菌的 に操作 して得 たる蛸 魚肉粥 を,

普通 大腸 菌 及び 白色 葡萄 状球 菌を 以 て各 別 に,1

群 は 嫌氣性 に,他 群は 好 氣性 に,夫 々2日,4日

又は7日間,36-37℃孵 卵器 内 に て 腐敗 せ しめ

た る腐敗 液 中 よ り3種 の「ヂア ミン」を分離 定量 し

以 て蛋 白腐敗 の1斑 を窺 ひた る ものが,其 の結 果

は 次の如 し.

1. 本 研 究に於 て分 離 した る「ヂ ア ミン」は 「ノ

イ リヂ ン」,「ブ トレスチ ン」及び「 カダ フエ リン」

に して 前2者は 「ク ロール ・ヒ ドラー ト」,後 者は

「ビ クラー ト」と して 分離定 量 し,其 の量 は第1表

に示す 如 し.

1) 各「ヂ ア ミン」の數字 は 生蛸魚 肉に對 す る

百分率 なり.

2) 普通 大腸 菌 の場 合 は實驗2例 の結 果を 平

第1表
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均 して得たる數字な り.

2. 普通大腸菌及び白色葡萄状球菌に因る上記

3物 質の産生は量的に等 しからず.

3. 嫌氣性腐敗に於ける「ヂア ミン」産生量は好

氣腐敗に於け るそれより大な り.

4. 腐 敗 日數と「ヂアミン」産生量 との間には統

一的差異を認むること能はず.即 ち細菌の種類,

嫌氣性或は 好氣性腐敗の別,又 は産生物によりて

異なるも大略Guggenheimの 唱ふ る所に一致す.

5. 本研究の一部 として蛸魚肉加水分解液より

「ヂア ミノ酸」を分離定量した るに 其の結果は第2

表の如 し.

第2表

「ヂアミノ酸 の%と は生蛸魚肉に對す る百分率

なり.

3. 竹 内信 夫 鰯 膽 汁 に就 て

鰯の如 き小魚族は好んで乾魚 として吾人の食用

に供せらるる所なるが,か かる乾魚に於ては概ね

内臟殊に膽嚢も共に食せらるるものの如し.

魚類一般の膽汁中に含まるる膽汁酸は主 として

「ヒヨール酸 」又は「タウロ・ヒヨール酸」なるも,最

近の研究に據れば,其 の他「ヘ ノデゾオキシ・ヒヨ

ール酸」も亦 含有せらると云ふ.

仍て著者は比較生理學的見地 より,更 に又食餌

成分 と膽汁酸 との相互 關係 を窺 はん と欲 し,鰯 膽

汁 中膽 汁酸 の分離 を企 て た り.即 ち鰯膽 汁に於 て

は「ヘ ノデ ゾオ キ シ・ヒ ヨール酸 」主成分 を な し,其

の他 少量 の「ヒヨー ル酸 」發見 せ られ,兩 者 の量 的

關係 は約6:1な り.

尚ほ 「コレ ステ リン」(0.03g)竝 に「 タ ウ リン」

(0.3g)を 分離 し得 た り.

4. 石 井 生 夫 炎症性淋巴液に於ける諸種新陳代謝に及ぼす膽汁酸の影響

第1報 鑛 質代謝

犬及び白鼠を實驗動物 として犬には背部に創傷

を作 りて生ずる淋巴液に就き,白 鼠に於ては腹腔

内にPepton溶 液又は之 と共に 大腸菌を注入して

生ず る淋巴液即ち滲出液中に於けるK, Na, Ca,

Mg及 びpH値 に及ぼす「ヒヨール酸」の影響を檢

して次の結果を得た り.

腹腔内滲出液量はChol-酸 によりて減少 し其の

減少度は非化膿性滲出液が 化膿性 のものより著 し

く,創 傷淋巴液量はChol-酸 の影響を蒙 らず.創

傷淋巴液腹腔滲 出液共にChol-酸 に より其の灰分

含有量を増加す.其 の灰 分中K, Ca及 びMg量

殊にCa量 の増加を來たせ どもNa量 は減少す.

創傷淋巴液及び滲出液のpH値 はChol-酸 によ

り上昇す.

5. 石井 生夫 炎症性淋巴液に於ける諸種新陳代謝に及ぼす膽汁酸の影響

第2報 腹膜炎腹腔淋巴液成分と植物神經毒

白鼠の腹腔内に無菌性Pepton溶 液又は培養 大

腸菌含有のPepton溶 液を注 入して撲殺 して得た

る膓腔内滲出液の成分及び性状に及ぼす植物神經

毒Ergotamin Atropin Trypaflavin及 び「ヒ ヨ

ール 酸 」の影響 を檢 査 して 次 の成績 を得 た り.

化 膿性 滲 出液は 非化膿性 の よ りも多 く,非 化膿
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性滲出液の灰分 含有量Na, K及 びMg就 中K含

有量は化膿性 のよりも大な り.然 るにCa含 有量

は化膿性滲 出液は 非化膿性 より も多 し.Chol-酸

を輿へた場合は滲出液は減少 しK, Ca, Mgは 増

加 しNaは 減少す殊に非化膿性滲出 液のPH-値 が

高まるが,か かるChol-酸 の影響はTrypaflavin

によつて影響せられぬ,AtropinはChol-酸 と全

く反對 の影響を及ぼ し非化膿性滲出液量 を減少し

化膿性 のは 多少増加 せ しめ,其 の灰分含有量K,

Ca及 びMg含 有量を減少せ しめNa量 を増加 し,

PH-値 を低下せ しむ.

Ergotaminは兩 滲出液を減 少せ しめ,非 化膿性

滲出液の灰分含有量を減 じ化膿性のは之を稍 増々

加せ しむる事も非化膿性滲 出液中のNa, Caは 増

加せらるれどもKは 却 つて 減少せ しめ らる.然

るに化膿性の場合にはK, Ca及 びMgは稍 々増加

すれどもNaは 却つて減少の傾向あ り.兩 滲出液

のPH-値 はErgotaminに よりて餘 り影響せられ

ず.

6. 石 井生夫 炎症性淋巴液に於ける諸種新陳代謝に及ぼす膽汁酸の影響

第3報 創傷淋巴液の糖及び乳酸含有量と膽汁酸

犬背部に創傷を作 り生ずる炎症性淋巴液中の糖

及び乳酸含有量 を創傷治癒の經過に從ひて測定 し

之に及ぼすChol-酸 の影響を檢査 し次の結果を得

た り.

創傷を作 りて3-4日 後には 淋巴液中の 糖含有

量は減少 し乳酸含有量は増加す,併 し斯かる乳酸

量 日々の低下はChol酸 を輿ふれば更に益 低々下

す,又糖 含量日毎の上昇 もChol-酸投 與によ り低

下せ しめ らる.糖 及 び 乳酸合計 日々増加量 も亦

Chol-酸により減却せ しめらる.

7. 金 津 晴 亮 家兎脊髓前角細胞竝に脊髓神經節細胞に及ぼす 「ス ト

リヒニン」の影響に就て

「ス トリヒニ ン」は 中樞神 經系統 に作用 す る毒 素

に して,之 に 因つ て特 有の痙攣 を惹起 す るは周 知

の事 實 な り.而 して「スト リヒ ニン」中毒 の際 に於

け る脊髓 前角細 胞竝 に 脊髓 神經 筋 細 胞の組織學 的

變化 に關 しては 古來識者 の 注 目す る所 なれ ど も其

の所論 は區 々た る もの あ り.即 ちEve (1896)及

びHohn (1903)は 「クロマ トリーゼ」竝 に 「ビィ

クノモル フイー 」 を 認 め,Goldscheider (1897)

はNissl氏 小體 の崩 潰 と 核 小體 の 腫脹 を報 じ,

Nissl (1899)は 細 胞原 形質 に於 け る非染 色質 の着

色及 び染色 質 の凝集 を來 た し,且 細 胞體周 邊 部 に

明帶 の 生ず るを以 て「スト リヒニ ン」に特 有 なる變

化 な りと斷 じ,Pentield (1920)は 之等 細胞 に於 け

るGolgi氏 裝置 の變 化を 否定 し,Batister(1923)

は之な容認す.又 土井(1929)は「 ミトコンド リエ

ン」の増殖 を擧げ,前 田及び瀧野(1930)は 脊髓灰

白質の充血竝に出血,脊髓 白質の軟 化 を述べ た

り.斯 くの如 くに して諸家の見解歸する所無 きが

如 し.因 つて余は此問 題の究明を期 し,家兎 に於

て「ス トリヒニン による急性中毒及び慢性 中毒の

2群 を 作 り,Eosin-Hamatoxylin染 色,Nissl氏

染色.及 びCajal氏 の 「ウラン」銀法によるGolgi

氏裝置顯出法を用ひて其の脊髓前角細胞竝に脊髓

神經細胞を仔細に檢索 し,次 の成績 を得た り.

1. 「ス トリヒニン」中毒家兎 脊髓は 血管毛細管

の充血を現はす と雖も灰白質に於ける出血,白 質

に於け る軟化は之を認むるを得ず.

2. 脊髓前角細胞及び脊髓神經節細胞は 「クロ

310



抄 録 845

マトリー ゼ を現はす ことな くPyknotischと な

る.

3. 脊髓 前角細胞及び脊髓神經節細胞に於ける

Golgi氏 装置は何れ も崩潰 して小なる撚絲状又は

點状 とな る.

4. 上 述 の變 化は 「スト リヒニ ン」注 射 量の増 加

と共に 増大 す.

8. 金 津 晴 亮 家兎肝細胞に及ぼす「ス トリヒニン」の影響に就て

「ス トリヒ ニン」の肝細 胞 に及 ぼす 影響 に關 して

は,1859年Schiffの 實 驗出 て よ り 諸 家相次 い で

檢索 を試み た り.然 れ ど も之 等 の業績 は何 れ も生

理學 的,藥 理學 的,生 化學的 研 究 に して,之 が 組織

學 的研 究に 至つ ては啻 に舟 岡,植 苗(1929)の 業績

を見 るのみ に して,而 も兩 氏 の研究 も單 に 「ス ト

リヒニン」 の肝糖 原質 に及 ぼす 影響 を檢 索 した る

に過 ぎず.茲 に於 て 余は此問 題 の研 究 を企圖 し,家

兎 に於て 急 性 中毒 と慢 性 中毒 の2群 を作 り,Eo-

sin-Hamatoxylin染 色,Eisenhamatoxylin染 色,

Best氏Kalium-Karmin染 色,及 びCajal氏 の

「ウ ラン」銀 に よ るGolgi氏 裝 置顯 出 法を用 ひて 其

の 肝細胞 を 仔細 に檢鏡 し.次 の 如き成績 を得 た

り.

1. 「ス ト リヒニ ン」中毒 家 兎肝細 胞は 種脹 し血

管 毛細 管は 爲 めに狹 隘 となれ ど も充 血 の状著 明 に

して,殊 に慢 性 中毒 の高度 な る ものに於 ては 出血

を現 は す.

2. 肝細胞糖 原 質.Golgi氏 裝 置,「 ミ トコン ド

リエ ン」は何 れ も 崩 潰減 少 し,且 「ス ト リヒニ ン」

注 射量 の増 加 と共 に其 の崩潰 減 少の度 一層 高度 と

な る.

9. 今 井一 郎 Dehydrodesoxychol-酸 の蟇 生體 に於 け る運 命の知 見

補遺

山崎,京 極兩 氏 はDehydrodesoxychol-酸 を蟇

に注 射 し其 の尿中 に2つ の 相異 るOxyketo-酸 を發

見 し同時 に少量 のDesoxybilian-酸 の 存在 せ る 事

を認 めた り.此Tricarbon-酸 が 生體 内でDehy-

drodesoxychol-酸 よ り生 ず るか 否 か尚 ほ 不 明 で

あつた.私 は 全 く純粹 な るDehydrodesoxychol-

酸 の大 量を蟇 生體 に注射 した る も其 の尿 中に か か

る酸を見 出 し得 ざるのみ な らずDesoxybilian-酸

を蟇 生體 に注射 した るに殆 ど尿 中に排 泄 さ るる事

を認 めた り.此 事實 に よ り山崎,京 極兩 氏 の得 た

るTricarbon-酸 は恐 らくDesoxychol-酸 を 酸 化

す る 際に 生じ た るDesoxybilian-酸 がDehydro-

desoxychol-酸 と共 に排 泄せ られ た るも の な らん.

依 りてDehydrodesoxychol-酸は蟇 生體 内 で は變

化 し得 ざ る もの と考へ得 べ し.

10. 石 井 生 夫 炎症性體液内新陳代謝に及ぼす膽汁酸の影響

第4報 殘餘 窒素に就て

膽汁酸は一種 の植物神經毒に して種々 なる 「ホ

ルモーン」作用 と密接なる關係あり.依 て蛋白新

陳代謝 も膽汁酸によりて著 しく左右せらるる事は

當教室諸氏の明かにせる處なり.

著者は斯かる作用 ある膽汁酸が細菌により感染

せる又は無菌性腹腔淋巴液内の蛋白新陳代謝に如

何なる影響を及ぼすやを知 らんと欲 し,家 兎の腹

腔内に「ベブトー ン溶液」を注入し同時に人の糞便
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より分離せ る大腸菌を注入して生ぜ る滲漏液の殘

餘窒素を測定 し,更 に「ベブトーン溶液 注入と共

に一定量の膽汁酸を皮下注射 し其の殘餘 窒素量に

及ぼす影響を檢査せ り.其 の結果を總括すれば次

の如 し.

1. 家兎腹腔内滲 漏液内の殘餘 窒素量は無菌性

何れの場合にも炎症度による滲漏液の増加 と共に

上昇す.

2. かか る滲漏液内殘餘 の窒素の増加は液量に

比例 して「ヒヨール酸 により低下せ しめ らる.

11. 西 田 卷 三 Uber das Unterhautbindegewehe in der Entwicklung

in des Kaninchens.

現 在皮 下鬆 粗 結締 組織 の發 生 に關 しては 唯2-

3の 報 告 あ るのみ 即 ちMaxmuw (1907), Alfejew

(1924)及 びSchreiber (1936),の み なり.

吾 人は18日 以 後 家兎 胎兒 の 皮 下鬆 粗 結 締組織

に就 て種 々なる發育 時期 に於 て觀 察せ り,細 胞 像

を觀 察す るた めには 皮 下鬆粗 結 締 組織 よ り薄 膜標

本を 製作 し染 色はV. Mollendorffsche Hama-

toxylinlackmethodeを應 用 し,繊 維 の 檢 査に對

しては「 チエ ロィヂ ン」 包 埋,Heidenhainsche

Azaumethode及 びResorzinfuchsinを 以て染色

せ り.

以上の研究の結果を 綜合するに20日 頃の 胎兒

に於て始めて組織球を證明 し得た り.繊 織球は一

部は直繊維細胞より成立 し一部は淋巴核細胞 より

成立する事實を確認せ り.

繊維の發現に關 しては膠原繊維は20日 頃,弾力

繊維は25日 頃發現す る事を證明せり.

12. 田 井 稔 經 鼻腔 海〓 過 敏症

余は緒方教授指導の下に於て抗原 として牛血清

び其の粉末を用ゐ經鼻腔海〓過敏症實驗 を行ひた

り.

實驗方法は能働性過敏症に有 りては1囘 感作 し

たる海〓 と微量抗原反覆注射によりて感作 したる

海〓 に抗原の再注射を靜脉内に爲す代 りに鼻粘膜

より吸收 され流血中に輸入された る抗原に依 りて

過酸症反應を起 さしめた り被働性に有 りては抗牛

家兎免疫血 清を用ゐ種々の高 さに(單位)感作をさ

し再注射を能働實驗の時 と同樣に抗原を鼻内 より

作用せ しめて過敏症反應を實驗 し次の結果を得た

り.

1. 經鼻腔的に抗原の再注入により能働性及び

被働性過敏症を惹起 し得.

2. 經 鼻腔的過敏症に有 りては感作血清の沈降

素價及び結合帶の高低により左右せ らる而 して能

働性の場合には結合帶1:2500以 上 に して 稀釋價

可及的高 きを要 し被働性に於 て は其 の 感作單位

2000單 位以上 に して 免疫血清の結合帶 も1:5000

以上なる場合に陽性反應を呈す.

3. 「シヨツク」死を起す場合は再注入即ち抗原

點鼻後13-20分 を要するものに して 再注射を靜

脉内になす ものに此 し幾分反應遷 延するを見る.

13. 田 井 稔 經 鼻腔 家兎過 敏症

1902年Richetに 依 り過敏症が系統的に研究發

表 され し以來之に關す る研究 は大 に進歩發達せ

り.而 して研究の多 くは海〓に就ての實驗な りし

が我が教室 の先輩桑名,石 原,須磨 等の諸氏は家
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兎に就て精細に研究發表 された り.然 れ ども余の

寡聞未だ經鼻腔的に家兎過敏症を研究發表 された

るを聞かず.此處 に於て余は緒方教授指導 の下に

於て健常家兎及び鼻腔内を覆ふ顫 毛上皮の顫毛を

除去 したる家兎 を抗原は牛血清及び其の粉末を用

ゐ經鼻腔過敏症反應の比較實驗 を行へ り.

實驗方法.1) 靜脉 より感作をなし一定の潜伏

期の後抗原の再注射を靜脉に爲す代 りに鼻腔内に

抗原を噴霧 し鼻粘膜よ り吸收する抗原に依 り過敏

症を起 さしむる方法.2) 鼻粘膜よ りす る抗原の

吸收に依 り感作 し再注射を靜脉内に爲 し過敏症を

起さしむる方法.3) 感作再注射を共に鼻腔内よ

りす る方法によ りて能働性過敏症反應を 實驗せ

り.

被働性過敏症反應は高價抗牛家兎免疫血清を作

り靜脉より種々なる單位に感作をな し抗原の再注

射は靜脉になす代 りに鼻腔内 に 噴霧 し鼻粘膜 よ

り,吸收 さる抗原によ りて起 る過敏症反應を實驗

し次の結果を得た り.

1. 鼻腔よ りの感作後實驗動物は過敏症状態を

呈 し靜脉よりす る反應は強 く陽性に して鼻腔吸入

によりて も過敏症陽性反應を呈 し得.

2. 高價感作に於ては抗原の鼻腔吸入によ りて

も過敏症反應は陽性を呈 し得.

3. 2萬單 位以上に被働性に 感作されたる時 も

鼻腔吸入に依 りて も陽性反應を呈 し得.

4. 鼻腔吸入實驗に於ては血清の際は過敏症は

強 く陽性 を 呈し血清粉末なる時は陰性反應 を呈

す.

5. 抗原の 吸收は健 康粘膜は脱顫 毛粘膜 より

稍 々不良な り.
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